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自
主
事
業
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室 

つ
る
し
雛
が
華
や
か
に 

 

北
部
コ
ミ
セ
ン
の
ロ
ビ
ー
が
、
つ
る
し
雛
で
華
や
か

に
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。
ひ
な
祭
り
に
合
わ
せ
て
、
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
教
室
の
面
々
が
製
作
し
た
も
の
で
す
。 

 

色
と
り
ど
り
の
布
地
を
組
み
合
わ
せ
た
、
人
形
や
毬
、

椿
の
花
な
ど
一

つ
一
つ
が
見
ご

た
え
が
あ
り
ま

す
。 丁

寧
に
見
て

い
く
と
、
今
大

人
気
の
「
鬼
滅

の
刃
」
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
人
形

が
あ
っ
た
り
遊

び
心
も
満
載
で

す
。 

コ
ミ
セ
ン
や
北

の
湯
の
利
用
者
が
、
つ
る
し
雛
を
見
上
げ
て
「
す
ご
い

ね
～
！
」
と
感
嘆
の
声
を
上
げ
る
場
面
も
た
び
た
び
で

す
。 

 

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室
は
、
月
２
回
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
現
在
は
毎
週
木
曜
日
の
開
講
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
12
月
～
1
月
は
お
休
み
し
ま
し
た
が
、
再
開
し
た

今
は
絶
好
調
。
メ
ン
バ
ー
募
集
中
で
す
。 

 
 

北
部
地
区
「
親
子
サ
ロ
ン
」 

覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い 

 

お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
お
喋
り
の
輪

の
中
か
ら
、
子
育
て
の
ヒ
ン
ト
や
仲
間
を
見
つ
け
て
も

ら
お
う
と
い
う
、
滝
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の

「
親
子
サ
ロ
ン
」
が
、
北
部
コ
ミ
セ
ン
の
談
話
室
で
月

2
回
開
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

開
催
日
に
は
朝
か
ら
主
任
児
童
委
員
や
お
も
ち
ゃ

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
マ
イ
ス
タ
ー
、
民
生
児
童
委
員
が
談

話
室
に
お
も
ち
ゃ
や
絵
本
を
広
げ
て
サ
ロ
ン
の
準
備
。 

 

毎
回
数
組
の
親
子
が
や
っ
て
き
て
、
お
も
ち
ゃ
に
夢

中
の
子
供
た
ち
の
か
た
わ
ら
で
親
同
士
や
経
験
豊
か

な
ス
タ
ッ
フ
と
の
間
で
子
育
て
の
話
が
弾
ん
で
い
ま

す
。
時
に
は
お
や
つ
作
り

な
ど
に
も
挑
戦
で
す
。 

 

継
続
す
る
中
で
新
し

く
参
加
す
る
親
子
も
増

え
て
き
て
、
北
部
地
区
に

も
親
子
サ
ロ
ン
が
浸
透

し
て
き
て
い
る
よ
う
で

す
。
ぜ
ひ
気
軽
に
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
。 

◇
毎
月
第
１
・
第
３
火
曜
日 

 

午
前
10
時
～
11
時
30
分 

◇
お
問
い
合
せ
は
滝
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で 

☎
６
８
４‐

１
１
１
０ 

 
北
部
コ
ミ
セ
ン
通
信 
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第１・２・３金曜日 ２３：０５～ 

 

☆旅行しろ帰省はするななんだそれ 
☆葬儀屋のエントランスに招き猫 

   
〇
月
〇
日 

晴
れ 

 

東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
10
年
が
た
ち
、
メ
デ
ィ
ア

で
は
連
日
特
集
が
組
ま
れ
る
日
々
だ
が
、
社
会
福
祉
法

人
や
ま
ゆ
り
会
が
、
北
部
コ
ミ
セ
ン
の
指
定
管
理
者
を

拝
命
し
た
の
も
こ
の
年
の
4
月
1
日
だ
。 

 

10
年
前
、
当
時
の
滝
沢
村
か
ら
管
理
運
営
を
引
き
継

い
だ
時
、
北
部
コ
ミ
セ
ン
は
大
震
災
の
救
援
活
動
で
北

海
道
か
ら
派
遣
さ
れ
た
陸
上
自
衛
隊
の
後
方
基
地
と

な
っ
て
い
た
。
宮
古
市
や
山
田
町
で
被
災
者
の
生
活
支

援
活
動
を
し
、
交
代
で
北
部
コ
ミ
セ
ン
に
や
っ
て
き
て
、

一
週
間
ぶ
り
の
入
浴
を
楽
し
み
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て

ま
た
沿
岸
に
向
か
う
の
だ
。 

 

隊
か
ら
の

依
頼
で
夕
食

の
寿
司
や
弁

当
、
飲
み
物

の
手
配
で
、

生
協
や
酒
屋

さ
ん
に
協
力

を
お
願
い
し

て
回
っ
た
こ

と
が
懐
か
し

い
。 

 

震
災
の
被

害
は
北
部
コ
ミ
セ
ン
に
も
及
ん
で
い
た
。
大
集
会
室
の

天
井
パ
ネ
ル
が
十
数
枚
落
下
し
、
跳
ね
上
げ
式
の
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ゴ
ー
ル
板
の
、
鉄
骨
組
み
が
歪
ん
で
動

か
な
く
な
っ
て
い
た
。
引
継
ぎ
後
最
初
の
修
繕
だ
っ
た
。 

 

自
衛
隊
の
皆
さ
ん
が
撤
収
し
、
い
よ
い
よ
一
般
利
用

が
始
ま
っ
た
の
は
7
月
。
指
定
管
理
者
と
し
て
の
ス
タ

ー
ト
で
も
あ
っ
た
。 

 

一
般
利
用
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
た
3
か
月
半
は
、
私

た
ち
に
と
っ
て
は
貴
重
な
準
備
期
間
だ
っ
た
。
北
の
湯

は
自
衛
隊
の
た
め
に
毎
日
お
湯
を
張
っ
て
い
た
た
め

に
ボ
イ
ラ
ー
操
作
に
は
不
安
が
な
か
っ
た
。
初
め
て
触

る
レ
ジ
ス
タ
ー
の
習
熟
も
万
全
。
再
開
を
待
ち
わ
び
て

い
た
利
用
者
を
安
心
し
て
迎
え
ら
れ
た
の
だ
。 

 

こ
の
年
の
自
主
事
業
は
4
件
。
７
月
に
開
催
し
た
北

部
コ
ミ
セ
ン
運
営
委
員
会
で
要
望
が
出
た
老
人
ク
ラ

ブ
対
抗
輪
投
げ
大
会
。
自
衛
隊
駐
屯
地
音
楽
隊
に
よ
る

慰
問
演
奏
会
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
開
放
し
た
北
部

音
楽
会
で
は
、
盛
岡
農
業
高
校
吹
奏
楽
部
と
の
合
同
演

奏
が
実
現
し
た
。
大
震
災
後
の
自
衛
隊
の
救
援
活
動
を

紹
介
し
た
写
真
展
も
反
響
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
同
好
の

士
を
募
っ
て
の
麻
雀
大
会
だ
。 

 

今
年
度
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
に
な
っ
た
も
の
も
多
い

が
16
件
の
自
主
事
業
を
予
定
し
て
い
た
。
4
件
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
て
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室
や
写
真
サ
ロ
ン

な
ど
年
ご
と
に
増
え
て
き
て
い
た
の
だ
。 

来
年
度
は
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
に
十
分
配
慮
し

て
、
開
催
で
き
る
よ
う
力
を
尽
く
し
た
い
。 

（
塩
田
） 

                           

北の湯開設日    ★健康相談日 

★３月１６日（火）    ３月１９日（金） 

  ３月２３日（火）  ★ ３月２６日（金） 

３月３０日（火）  ★ ４月  ２日（金） 

４月 ６日（火）   ★ ４月 ９日（金） 

４月１３日（火）  ★ ４月１６日（金） 

 

介 護 予 防 施 設 
毎週火・金曜日 午後１時～５時 

無料 概ね６５歳以上の滝沢市民対象 

北
コ
ミ
日
記 

10
年
前
、
北
部
コ
ミ
セ
ン
の
駐
車
場
は
自
衛

隊
車
両
で
埋
め
尽
く
さ
れ
る
こ
と
も
。 

 

 
ぼやき川柳  

 


